
　ドイツの協会活動は、社会においてと
ても重要な役割を果たしています。協会
の主な活動は、ドイツに移住してきた移
民が社会へ早く溶け込むことができるよ
う支援することです。人と人を繋

つな

げるこ
とや、伝統的な文化を保存したり、生活
面でのサポートをしたりと、活動は多種
多様。ドイツのお祭りやイベントの９割
以上は協会が開催しており、そこに携わ
る会員は無給で活動しています。国民の
４人に１人が何らかの協会に所属してお
り、会員は名誉職として人々から尊敬さ
れています。

（一財）自治総合センター

コミュニティ助成事業
　自治総合センターが宝くじの社会貢献として、コミュニ
ティ組織を対象に令和７年度に助成する事業です。この事
業の相談会と書類審査を行います。ただし、毎年募集や採
択があるとは限りません。
●主な助成事業　①一般コミュニティ助成事業【対象】備
品や設備の整備経費。ただし、建築物・消耗品は対象外
【助成金】100万円～200万円、②コミュニティセンタ
ー助成事業【対象】自治集会所等の建設整備経費。ただし、
土地購入・建物撤去・外構は対象外【助成金】総事業費
の３／５以内で1,500万円以内、③青少年健全育成助成
事業【対象】主に親子で参加するスポーツ・レクリエー
ション・文化・学習活動などに伴う経費。ただし、備品
は対象外【助成金】30万円～100万円
●対象団体　①②区・校区活性化協議会（各代表へ別途相
談会の案内を通知）、③区・校区活性化協議会・青少年
健全育成団体

田川市の国際交流員のマーティンとＡＬＴ（外国語
指導助手）、嘉麻市の国際交流員が小学生向けの合

同イベントを開催。市内の小学校５・６年生25人が参
加し、海外で親しまれているさまざまなゲームや文化活
動を体験しました（写真①②）。また、市の中学生海外派
遣事業の事前研修として、ドイツのスポーツ指導者と中
学生の国際交流を実施。市スポーツ協会職員やマーティ
ンがパラスポーツの体験をサポートしました（写真③）。

ドイツでも、マーティンはさまざまな場面で国際交
流をサポート。10月８日～15日の期間に行われた

海外視察では、市長や市スポーツ協会職員とともにドイ
ツに同行（写真④）し、続いて11月３日～13日に行われ
た中学生海外派遣事業では、本市の代表中学生12人を
引率して訪独。コトブス市やエスリンゲン市を巡って共
生社会を学ぶにあたり、現地での案内やスケジュール調
整、通訳などを務めました（写真⑤）。

　国内には約620,000もの協会があり、
その中でもスポーツ協会が最多。次に音
楽協会や文化保存協会、子どもたちに勉
強を教える教育協会も多く存在します。
協会に入会する動機はさまざまですが
「自分の町のために何かしたい」「社会貢献
をしたい」と
いった理由が
非常に多いこ
とが特徴です。
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ドイツの協会活動

田川市で、ドイツで、国際交流をサポート

バイエルン州の伝
統衣装を着た音楽
協会　　　　　▶

 ◆問い合わせ　　安全安心まちづくり課市民協働推進係（☎85-７１１３）

令和７年度助成分の日程

令
和
６
年

１月下旬 【相談会】内容を検討し予定書を作成し
ます。

２月末まで 市に予定書を提出します。

３月～５月 総会で予定書を公表し、地区住民の賛
同を受けます。

７月末まで【事前審査】申請書類を作成し、市の事前審査を受けます。
８月末～
９月上旬 自治総合センターが募集を開始します。

９月中旬
【書類提出】市に申請書類を提出し県を
通じて自治総合センターへ申請します。
※複数の申請がある場合は抽選で優先
　順位が決まります。

令
和
７
年

３月～４月 自治総合センターが助成団体を決定し
団体へ通知します。

７月以降 助成金が振り込まれます。

以
降 ３月～４月 市に報告書を提出します。

※以降２年間報告が必要です。
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